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経済教室（日本経済新聞4月23日朝刊）
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世界の潮流（Global Future Council）

4

Platform for shaping the future of 
advanced manufacturing and production
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相手に何を届けるのか？

１対１

１対N

１対無限

（時間ゼロ）

相手にモノを届けたい。
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相手に何を届けるのか？

１対１

１対N

１対無限

（時間ゼロ）

（同時で
同じ場所）

相手に情報を届けたい。
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伝えたいことは伝わらない！

相手に思いを届けたい。

標準化できる部分

データ化できる部分

言語化できる部分

表現できる部分伝えたい部分

いかに表現するか
いかに言語化するか
いかにデータ化するか
いかに標準化するか

伝える
力

受け取
る力
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伝えたいことは伝わらない！

相手に思いを届けたい。

いかに表現するか
いかに言語化するか
いかにデータ化するか
いかに標準化するか

伝える
力

受け取
る力

いかに想像力を
働かせるか！
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いま起きていること

不確実性

不連続性

経験なし

前提なし

想定なし

判断力

応用力

思考力

決断力

実行力
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Business Centered

Stock Market

Labor Market

Business

Money

ConsumeProduce PeopleBusiness

Work

～はじめに（その１）～

B2Bの世界

B2Cの世界

現場の世界

経営の世界

11
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People Centered

School

Society

BusinessBusiness ConsumeWork People

Think

Learn

～はじめに（その２）～

学び仕事

暮らし 生活
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スマート社会の価値観とは

• 工業社会（１９世紀から２０世紀前半）
• モノを加工すれば価値が増える。工程を細分化し大量
に加工すれば効率的に価値が増え世の中が豊かにな
る。価値の源泉は工場にある。

• 情報社会（２０世紀後半）
• モノの加工は、情報があれば可能であり、情報そのも
のに価値がある。情報を効率的に加工し伝達すれば価
値を飛躍的に増やすことができる。

• スマート社会（２１世紀）
• 情報はそれぞれの問題に対応して人が生み出したもの
である。情報を生み出す人、情報を利用する人の存在
が重要であり、その場が価値の本質である。
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スマート社会の構図

設計図書

設計データ
工場

価値

ものづくりとは設計情報
のモノへの転写である。

ニーズ（要求）

シーズ（技術）

設計 ニーズ（要求）

シーズ（技術）
工場

バーチャル リアル 価値

ものづくりとは要求と技
術をつなぐ場である。

工業社会
＆

情報社会

スマート
社会
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メンバー企業のポジションマップ

ものづくり企業
（正会員）

サポート企業
（サポート会員、
実装会員）

プラット
フォーム型

リアル
フィジカル型

パートナー型

オーナシップ型

グローバル ドメスティック

コア
ターゲット

コア
ターゲット

ターゲット？？

コア
ターゲット

ターゲット

コア
ターゲット

GAFA

オーナシップ型ではメーカー
とサプライヤーが実質的に一
体（サープライヤーはメー
カーのコントロール下にある）

16
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IVIのビジョン

つながるものづくり

ゆるやかな標準、
オープン＆クローズ戦略

①デジタルとアナログの関係

②競争と協調の関係

③成長と安定の関係

CPS＆ヒューマン

連携フレームワーク、
逆三角モデル

… どうつながるのか？
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大手製造業 中小製造業

海外拠点

中堅製造業

国内拠点 九州地域

東北地域

ユーザ

消費者

製造ラインをパーツ
として再構成する

リアルとバーチャルの融合で
新たな需要の創出

装置のトレーサビリティ

情報のトレーサビリティ

製品（ワーク）のトレーサビリティ

技術（知財）のトレーサビリティ

個体識別技術

無線統合技術

セキュアな
OS技術

つなげることが付加価値を生む！

18
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￥
高度な日本のものづくりは
いずれ海外に流出する！

日本のものづくり

日本のものづくり

＄

つながっている場合

つながっていない場合

国内

国内海外

海外

海外でのものづくりで得ら
れる付加価値を日本国内
に還元するしくみをつくれ
ばよい！

ならば

知財戦略と“のびゆく手”

「つながる工場」が日本を強くする！
2015年2月20日（MCFrameDay2015発表資料より）
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IVIの役割り（ミッション）

デジタル時代における新たなものづくりの形
を求めて、そこで活躍するひとや企業のつな
がりを深めるための場を提供し、ボーダーの
ない価値の連鎖によって、より豊かな社会を
作ることに貢献する。

• ボトムアップなアプローチによる“つながるものづく
り”のためのエコシステムを作る。

• ゆるやかな標準を共有するしくみにより、ものづく
りの知識やノウハウを価値にする。

• オープンとクローズのバランスの中で協調と競争
のためのルールづくりに貢献する。

20



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

工場内のデータを活かせ！？

1. 見える化（問題を早期に見つけ対応する）

2. 伝える化（関係者が協力して問題を解決する）

3. つながる化（会社間で協調して問題に取り組む）

4. スマート化（つながることで自律的に成長する）

スマート化とは、価値の連鎖（すながる化）を通して、自
らが学習し成長するしくみに変わること。価値の源泉と
なる知識やノウハウをデータ化し、それをレバレッジとし
てさらに知識やノウハウの質と量を高めていくしくみ。
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なぜスマートシンキングなのか？

• デジタルで共有する（組織力強化、エンパワー）
• 多様性に富むものづくりの現場のデジタル化を支援し、
個別の特性を生かしたデジタルトランスフォーメーショ
ンを可能とする。

• 組織が自己学習し、変容する（持続的成長）
• 現場に偏在する暗黙知を含めて組織が自己学習し、常
に環境変化に対すると拡張性を維持っしつつ進化可能
とする。

• 新たなつながりを可能とする
• 組織個別のローカル標準を維持したままで、外部とつ
ながり、バリューチェーンの中での最適化に貢献するた
めの相互運用性を高める。

23
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スマートシンキングのサイクル

System
Exploration 

問題発見

TO-BE
モデル

System
Recognition

問題共有

CAN-BE 
モデル

System
Orchestration

課題設定

System 
Transformation

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3

AS-IS 
モデル

CAN-DO
モデル

どのようになれたか
どうやっているのか

どうあって
欲しいのかどのようにできるのか

24
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スマート化のための４つのステージ

• AS-IS
• 現状の仕事のやり方、業務の進め方をそのまま記述し、何
が問題であるのか、そしてその原因となっている問題は何か
を相互に理解する。

• TO-BE
• あるべき姿、ありたい姿として、理想ではなく、実際にこれか
ら実現させる内容を、関係者が理解し共通の目標となるよう
具体的に示す。

• CAN-BE
• あるべき姿を実現するためのソリューション（解決策）につい
て具体的な手順を明らかにし、そのための道具とリソースを
準備する。

• CAN-DO
• 実際に実現するために、人の問題（イナーシャ、抵抗勢力な
ど）、お金の問題、時間の問題、不確定要素の問題などに対
応する。

25
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スマートシンキングの流れ

TO-BE

AS-IS

CAN-BE

困りごと

stakeholders

困りごと

いつどこ やりとり
見える化

ロジック
モノコト

待ち合せ

プロセス
状態遷移

データ構成

なぜなぜ

業務構成

CAN-DO
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

レイアウト

目標計画

割り振り

Exploration Recognition

Orchestration

Transformation

26
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スマートシンキングのためのシステム

• オーサリングツール

• ＩＶＩモデラーによる１６チャートの作成支援

• クラウドベースの共同作業で知識共有

• リポジトリとネットワーク

• ２１のデジタルエンティティの共有システム

• 知識の辞書化とテンプレート化

• データ流通の保護

• オープン連携フレームワークによるデータ流通

• 契約ベースによるデータの知財保護

IVI-16チャート

事例ライブラリ

CIOF-IVI-PF

27
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１６チャート

⑮
目標計画

⑬
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

⑯
割り振り

⑭
レイアウト

⑤
やりとり

⑦
見える化

⑥
ロジック

⑧
モノコト

①
困りごと

③
いつどこ

②
なぜなぜ

④
業務構成

⑪
プロセス

⑨
待ち合せ

⑫
データ構成

⑩
状態遷移

28
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基本要素の種類

29

機能
Function

モノ
Thing

活動
Activity

役者
Actor

ロジック
Logic

プロセス
Process

データ
Data

業務
Work

組織
Organization

情報
Information

エリア
Area

イベント
Event

カレンダ
Calendar

状況
Situation

課題
Concern

事実
Observation

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component
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IVRA-STオントロジー

役者
Actor

モノ
Think

ロジック
Logic

活動
Activity

機能
Function

プロセス
Process

業務
Work

情報
Information

データ
Data

課題
Concern

状況
Situation

ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ
Condition

組織
Organization

エリア
Area

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

カレンダ
Calendar

事実
Observation

イベント
Event

主体要素

論理要素

時点要素

集約要素

動作要素

対象要素

上記以外に、Property, Operation, Status, Relationがある。

ヒューマン フィジカル サイバー

30



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

チャートとエンティティの関係

事
実

状
況

課
題

組
織

業
務

カ
レ
ン
ダ

役
者

活
動

情
報

モ
ノ

機
能

エ
リ
ア

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

ロ
ジ
ッ
ク

デ
ー
タ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

プ
ロ
セ
ス

イ
ベ
ン
ト

困りごとチャート 〇 〇 〇
なぜなぜチャート 〇 〇 〇
いつどこチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
割り振りチャート 〇 〇 〇 〇 〇
やりとりチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ロジックチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
見える化チャート 〇 〇 〇 〇 〇
モノコトチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
待ち合せチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
状態遷移チャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
プロセスチャート 〇 〇 〇 〇
データ定義チャート 〇 〇 〇
コンポーネントチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
レイアウトチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
組織連携チャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
目標計画チャート 〇 〇 〇 〇

開発実装

問題
発見

問題
共有

課題
設定

課題
解決

　　　　　　　エンティティ

　　チャート

経営分析 経営管理 現場管理 現場構成 開発設計
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ものづくりの課題（自動化、無人化）

加工実績

加工指示

加工方法

加工実績

加工品質

加工方法

加工品質

生産指示

加工
ノウハウ

加工方法
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ものづくりの課題（自動化、無人化）

加工実績

加工指示

加工方法

加工実績

生産指示

①何を監視すべきか
②何を確認すべきか
③いつ確認すべきか
④どうやって判断すべきか
⑤どうやってアクションすべきか

①何を操作すべきか
②どのように操作するか
③いつまで操作すべきか
④結果をどうやって知るか
⑤どこであきらめるか

34
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ものづくりの課題（自動化、無人化）

加工品質

加工方法

加工品質

加工
ノウハウ

加工方法

設備
管理

工程
設計

原価
設計

試行
錯誤

カイゼン

品質設計
設備
技術者

要素
技術

①何がどうなっているのか？
②何が問題なのか？
③何をしようとしているのか？
④何がやりたかったのか？
⑤結局なにができるのか？

35
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メタな（共通な）困りごと

「データを採ったがどう使うのかが分からない。」

「どのデータを採ったらよいか分からない。」

ソリューションのテンプレート

IoTデータを活用した

テンプレートの活用方法

成果の共有とフィードバック

その１

その２

その３

サービス
ツール

ハウツー
方法論

テンプレートはIVI
の資産です。

テンプレートの分類（入れ物）
テンプレートのルール
テンプレートのツール
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リコメンドのしくみ

業務
困りごと

共通業務
シナリオ

ITツール
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

工場
ユーザ

個別業務
シナリオ

IT企業
利用

提供

参照

展開

実装

登録

照会

工場
ユーザ

検索

業務
ｼﾅﾘｵ

IT企業テンプ
レート 利用

テンプ
レート

実装

登録

37
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IVIモデラーによるDXへの取り組み

WG0２2ーム

WG02

ライブラリ（図書館）

地域01ルーム

企業の個別
スペース

地域02ルーム

テンプレート
共通辞書

・・・

5/14

4/40

〇〇地域セミナー

工場
ユーザ

IT企業

業務WG全体会合 IVIワークスペース

工場
ユーザ

CSVファイル

共通ルーム

（本日のプレゼン）

WG01ルーム

地域の
中小企業

テンプレート
共通辞書等

社内標準
業務マニュアル
IT資産棚卸
部門間対話
TQC、M&A
・・・

外部のITベンダ

等に個別に開
示許諾を与える
ことで、IT資産
の効率的管理

注）企業の個別スペースは別途契約が必要となります。

IVIメンバー企業には、IVIモデラーは無償で公開されています。
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外部辞書と共通辞書

個別辞書

企業内
で利用

共通辞書

企業間
で利用

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ企業 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ企業

ユーザ企業
（ものづくり側）

サポート企業
（ITベンダ側）

インポート 提供

業務
シナリオ

テンプレート

外部辞書 共通辞書

抽出

参照

参照

IVIリポジトリ
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マッチングのしくみ

正会員企業実装会員企業

業務
シナリオ

実装
シナリオ

AS-IS
モデル

TO-BE
モデル

CAN-BE
モデル

CAN-DO
モデル

業務
シナリオ

実装
シナリオ

AS-IS
モデル

TO-BE
モデル

CAN-BE
モデル

CAN-DO
モデル

①業務シナリオマッチング

②実装シナリオの適用

サポート会員企業 40
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基本方針（２０２０年度の特例）

• 本年度は実証実験は、実工場ベースに加えて、
バーチャル工場で行うことも可能とする。

• バーチャル工場のアルさは、モデル定義の詳細度
と、IoTによるデータの裏付けで示す。

• バーチャル工場の実証は、原則として、実工場で
得られた実データをベースに行う。

• 最終的なリアルとバーチャルとの対応づけ（フィジ
カルとサーバー）は、個々の企業が確認する。

• ヒューマンサイドのモデルとCPSとの関係（どこが
価値か）を示すことを評価ポイントに加える。
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ＩＶＩだからできる理由

ＩＶＩのＤＮＡ

その１．やってみてから考える

その２．答えは現場が知っている

その３．意見を持てば和が広がる
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